


“本格的なクラシックを身近に”と、
日本を代表するヴァイオリニスト大谷康子さんが旅をテーマに、

毎年開催している「真夏の音楽会」。
今年は、北欧の穏やかな波に揺られながら、港町を巡るクルーズのように、

各地にゆかりのある楽曲をたどります。
藤岡幸夫マエストロ率いる東京フィルハーモニー交響楽団の

最高級の演奏をお楽しみください。

大谷 康子大谷 康子　　YASUKO OHTANIYASUKO OHTANI
20220255年にデビュ年にデビューー5500周年周年。。人気・実力ともに日本を代表するヴァイオリニスト。20人気・実力ともに日本を代表するヴァイオリニスト。202255年年11月月ににはは、サントリーホール大ホールにて、世界平和を願、サントリーホール大ホールにて、世界平和を願
うデビュうデビューー5500周年記念演奏会を開催。世界初演のヴァイオリン協奏曲「未来への讃歌」を含む意欲的なプログラムで、満員の聴衆を魅了した周年記念演奏会を開催。世界初演のヴァイオリン協奏曲「未来への讃歌」を含む意欲的なプログラムで、満員の聴衆を魅了した。。55月には月には
デビュー50周年記念全国ツアー（ピアノ:イタマール・ゴラン/全14公演）を開催、好評を得る。これまでにリサイタルはもとより、N響、モスクワ・フィル、デビュー50周年記念全国ツアー（ピアノ:イタマール・ゴラン/全14公演）を開催、好評を得る。これまでにリサイタルはもとより、N響、モスクワ・フィル、
スロヴァキアフィルなど国内外の著名なオーケストラと多数共演。キーウ（キエフ）国立フィルとは2017年以降毎年招聘されている（情勢により中断）。スロヴァキアフィルなど国内外の著名なオーケストラと多数共演。キーウ（キエフ）国立フィルとは2017年以降毎年招聘されている（情勢により中断）。
CDはベストセラー「椿姫ファンタジー」（SONY）や、ベルリンでの録音による「R.シュトラウス／ベートーヴェン・ソナタNo.5（ピアノ： イタマール・CDはベストセラー「椿姫ファンタジー」（SONY）や、ベルリンでの録音による「R.シュトラウス／ベートーヴェン・ソナタNo.5（ピアノ： イタマール・
ゴラン）」（SONY）も評価が高い。その他多数リリース。著書に「ヴァイオリニスゴラン）」（SONY）も評価が高い。その他多数リリース。著書に「ヴァイオリニストト 今日も走 今日も走るる !!」」（（KADOKAWKADOKAWAA））がある。がある。
放送放送1111年目となっ年目となったたBBSSテレテレ東東「おんがく交差点「おんがく交差点」」（（毎週毎週土曜土曜朝朝88時時））では司会・演奏を務める。では司会・演奏を務める。
文化庁「芸術祭大賞」受賞。東京音楽大学客員教授。元東京芸術大学客員教授。元東京芸大ジュニア・アカデミー特別教授。文化庁「芸術祭大賞」受賞。東京音楽大学客員教授。元東京芸術大学客員教授。元東京芸大ジュニア・アカデミー特別教授。
川崎市市民文化大使。高知県観光特使。（公財）日本交響楽振興財団理事。（公社）日本演奏連盟常任理事。川崎市市民文化大使。高知県観光特使。（公財）日本交響楽振興財団理事。（公社）日本演奏連盟常任理事。
公式ウェブサイト公式ウェブサイト　 https://www.yasukoohtani.com　 https://www.yasukoohtani.com
公式YouTube　   「大谷康子のやっこチャンネル」演奏動画続々公開中 !公式YouTube　   「大谷康子のやっこチャンネル」演奏動画続々公開中 !

藤岡 幸夫藤岡 幸夫　　SACHIO FUJIOKASACHIO FUJIOKA
日本指揮者界の重鎮であった渡邉曉雄最後の愛弟子、サー･ゲオルグ･ショルティのアシスタントを務める。日本指揮者界の重鎮であった渡邉曉雄最後の愛弟子、サー･ゲオルグ･ショルティのアシスタントを務める。
英国王立ノーザン音大指揮科卒業。最も才能あ英国王立ノーザン音大指揮科卒業。最も才能あるるEEUU加盟国の若手指揮者に贈られるサー･チャールズ･グローヴス記念奨学賞を日本人にもかかわらず加盟国の若手指揮者に贈られるサー･チャールズ･グローヴス記念奨学賞を日本人にもかかわらず
特例で受賞。特例で受賞。
19919944年年ロンドン夏の風物詩《プロムスロンドン夏の風物詩《プロムス》》ににBBBBCCフィルを指揮してデビュー以降、数多くの海外オーケストラに客演。首席指揮者として毎年フィルを指揮してデビュー以降、数多くの海外オーケストラに客演。首席指揮者として毎年
4400公演以上を共演し 202公演以上を共演し 20266年年がが2277年目のシーズンとなる関西フィルは、202年目のシーズンとなる関西フィルは、20255年年44月から総監督としても楽団を牽引、2月から総監督としても楽団を牽引、2001199年から東京年から東京
シティ･フィル首席客演指揮者シティ･フィル首席客演指揮者、、20220266年年44月からは中部フィル芸術顧問を務める。指揮・司会として関西フィル月からは中部フィル芸術顧問を務める。指揮・司会として関西フィルとと共に出演中共に出演中ののBBSSテレテレ東東『エンター･『エンター･
ザ･ザ･ミュージック』（毎週土曜朝ミュージック』（毎週土曜朝88::30・B30・BSSテレ東公式YouTubeでアーカイヴ配信中テレ東公式YouTubeでアーカイヴ配信中））は放は放送送1122年目年目、、606000回に迫る人気番組。回に迫る人気番組。
20020022年年渡邉曉雄音楽基金音楽賞受賞。渡邉曉雄音楽基金音楽賞受賞。
公式ファンサイト　http://www.fujioka-sachio.com/公式ファンサイト　http://www.fujioka-sachio.com/

東京フィルハーモニー交響楽団東京フィルハーモニー交響楽団　　TOKYO PHILHARMONICTOKYO PHILHARMONIC
19191111年年創立。日本で最も長い歴史をもち創立。日本で最も長い歴史をもち、、メンバーメンバー約約116600名、シンフォニーオーケストラと劇場オーケストラの両機能を名、シンフォニーオーケストラと劇場オーケストラの両機能を
併せもつ。名誉音楽監督チョン・ミョンフン、首席指揮者アンドレア・バッティストーニ、特別客演指揮者ミハイル・プレトニョフ。併せもつ。名誉音楽監督チョン・ミョンフン、首席指揮者アンドレア・バッティストーニ、特別客演指揮者ミハイル・プレトニョフ。
定期演奏会や「午後のコンサート」、オペラ・バレエ演奏、定期演奏会や「午後のコンサート」、オペラ・バレエ演奏、NNHHKK他における放送演奏の他、各地での訪問コンサートや海外他における放送演奏の他、各地での訪問コンサートや海外
公演も積極的に行い、国内外から高い評価と注目を集めている。国民的番組『公演も積極的に行い、国内外から高い評価と注目を集めている。国民的番組『NNHHKK紅白歌合戦』紅白歌合戦』『『クラシックラシッククTTVV』のほか』のほか
2020～ 22020～ 211年に年にはは『『情熱大情熱大陸陸』』『『BS1 スペシャル』などのドキュメンタリー番組にも登場。198BS1 スペシャル』などのドキュメンタリー番組にも登場。19899年よ年よりりBunkamuraBunkamura
オーチャードホールとフランチャイズ契約を締結。文京区、千葉市、軽井沢町、長岡市と事業提携を、刈谷市と連携協定を結び、オーチャードホールとフランチャイズ契約を締結。文京区、千葉市、軽井沢町、長岡市と事業提携を、刈谷市と連携協定を結び、
各地域との教育的・創造的な文化交流を行っている。各地域との教育的・創造的な文化交流を行っている。
公式ウェブサイト https://www.tpo.or.jp/公式ウェブサイト https://www.tpo.or.jp/

大谷 康子　YASUKO OHTANI
2025年にデビュー50周年。人気・実力ともに日本を代表するヴァイオリニスト。2025年1月には、サントリーホール大ホールにて、世界平和を願
うデビュー50周年記念演奏会を開催。世界初演のヴァイオリン協奏曲「未来への讃歌」を含む意欲的なプログラムで、満員の聴衆を魅了した。5月には
デビュー50周年記念全国ツアー（ピアノ:イタマール・ゴラン/全14公演）を開催、好評を得る。これまでにリサイタルはもとより、N響、モスクワ・フィル、
スロヴァキアフィルなど国内外の著名なオーケストラと多数共演。キーウ（キエフ）国立フィルとは2017年以降毎年招聘されている（情勢により中断）。
CDはベストセラー「椿姫ファンタジー」（SONY）や、ベルリンでの録音による「R.シュトラウス／ベートーヴェン・ソナタNo.5（ピアノ： イタマール・
ゴラン）」（SONY）も評価が高い。その他多数リリース。著書に「ヴァイオリニスト 今日も走る !」（KADOKAWA）がある。
放送11年目となったBSテレ東「おんがく交差点」（毎週土曜朝8時）では司会・演奏を務める。
文化庁「芸術祭大賞」受賞。東京音楽大学客員教授。元東京芸術大学客員教授。元東京芸大ジュニア・アカデミー特別教授。
川崎市市民文化大使。高知県観光特使。（公財）日本交響楽振興財団理事。（公社）日本演奏連盟常任理事。
公式ウェブサイト　 https://www.yasukoohtani.com
公式YouTube　   「大谷康子のやっこチャンネル」演奏動画続々公開中 !

藤岡 幸夫　SACHIO FUJIOKA
日本指揮者界の重鎮であった渡邉曉雄最後の愛弟子、サー･ゲオルグ･ショルティのアシスタントを務める。
英国王立ノーザン音大指揮科卒業。最も才能あるEU加盟国の若手指揮者に贈られるサー･チャールズ･グローヴス記念奨学賞を日本人にもかかわらず
特例で受賞。
1994年ロンドン夏の風物詩《プロムス》にBBCフィルを指揮してデビュー以降、数多くの海外オーケストラに客演。首席指揮者として毎年
40公演以上を共演し 2026年が27年目のシーズンとなる関西フィルは、2025年4月から総監督としても楽団を牽引、2019年から東京
シティ･フィル首席客演指揮者、2026年4月からは中部フィル芸術顧問を務める。指揮・司会として関西フィルと共に出演中のBSテレ東『エンター･
ザ･ミュージック』（毎週土曜朝8:30・BSテレ東公式YouTubeでアーカイヴ配信中）は放送12年目、600回に迫る人気番組。
2002年渡邉曉雄音楽基金音楽賞受賞。
公式ファンサイト　https://www.fujioka-sachio.com/

東京フィルハーモニー交響楽団　TOKYO PHILHARMONIC
1911年創立。日本で最も長い歴史をもち、メンバー約160名、シンフォニーオーケストラと劇場オーケストラの両機能を
併せもつ。名誉音楽監督チョン・ミョンフン、首席指揮者アンドレア・バッティストーニ、特別客演指揮者ミハイル・プレトニョフ。
定期演奏会や「午後のコンサート」、オペラ・バレエ演奏、NHK他における放送演奏の他、各地での訪問コンサートや海外
公演も積極的に行い、国内外から高い評価と注目を集めている。国民的番組『NHK紅白歌合戦』『クラシックTV』のほか
2020～ 21年には『情熱大陸』『BS1 スペシャル』などのドキュメンタリー番組にも登場。1989年よりBunkamura
オーチャードホールとフランチャイズ契約を締結。文京区、千葉市、軽井沢町、長岡市と事業提携を、刈谷市と連携協定を結び、
各地域との教育的・創造的な文化交流を行っている。
公式ウェブサイト https://www.tpo.or.jp/

音声コード


